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本
派
遣
事
業
は
、
２
０
１
６
年
12
月
の

安
倍
総
理
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
日
露
首

脳
会
談
に
お
い
て
、
両
国
の
人
的
交
流
拡

大
の
た
め
、
２
０
１
８
年
を
「
ロ
シ
ア
に

お
け
る
日
本
年
」「
日
本
に
お
け
る
ロ
シ

ア
年
」
と
し
て
、
交
流
事
業
を
相
互
に
開

催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま

る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年
７
月
７
日
、

帝
国
ホ
テ
ル
（
千
代
田
区
）
に
お
い
て
日

本
側
組
織
委
員
会
委
員
長
・
高
村
正
彦
自

民
党
副
総
裁
（
日
本
武
道
館
会
長
）
と
ロ

シ
ア
側
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ロ
フ
・
ロ
シ
ア
連
邦

第
一
副
首
相
が
出
席
し
て
、
調
印
式
が
行

わ
れ
、
大
枠
が
決
定
し
た
。

「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
年
」「
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
年
」
開
会
式

日
本
武
道
館
の
「
鏡
開
き
式
」
を
披
露

　

両
国
の
合
意
に
基
づ
い
て
、
本
年
５
月

26
日
に
ロ
シ
ア
連
邦
モ
ス
ク
ワ
市
の
ボ
リ

シ
ョ
イ
劇
場
本
館
で
開
会
式
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
日
本
国
側
の
演
目
の
一
つ

と
し
て
、
日
本
武
道
館
の
「
鏡
開
き
式
」

が
決
定
し
た
。

　

日
本
武
道
館
新
春
恒
例
の
「
鏡
開
き

式
」
は
約
40
分
間
の
演
目
で
あ
る
が
、
両

国
政
府
の
要
請
で
15
分
以
内
に
と
の
制
約

の
下
、
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
の
舞
台
に
応
じ

た
演
出
を
一
か
ら
構
成
し
直
し
、
本
年
２

月
か
ら
は
演
出
担
当
の
株
式
会
社
博
報
堂

と
二
人
三
脚
で
仕
上
げ
て
い
っ
た
。

　
■
５
月
22
日　

結
団
式
・
壮
行
会

　

出
発
前
日
の
５
月
22
日
、
日
本
武
道
館

第
二
小
道
場
に
お
い
て
本
事
業
派
遣
団
の

「
結
団
式
・
壮
行
会
」
が
行
わ
れ
た
。

　

最
初
に
総
員
19
名
の
結
団
を
行
い
、
次

に
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
（
日
本

側
組
織
委
員
会
委
員
長
）
が
壮
行
の
言
葉

を
述
べ
、
来
賓
を
代
表
し
て
山
下
泰
裕
全

日
本
柔
道
連
盟
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
臼
井
日
出
男
団
長
が
団
を
代
表

し
て
決
意
を
述
べ
、
乾
杯
の
発
声
は
川
端

達
夫
日
本
武
道
館
常
任
理
事
が
行
い
、
三

藤
芳
生
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務
局

長
が
壮
途
を
祝
し
て
万
歳
三
唱
で
締
め
く

く
り
、「
結
団
式
・
壮
行
会
」
は
盛
会
の

裡
に
終
了
し
た
。

　
■
５
月
23
日　

出
発

　

５
月
23
日
、
派
遣
団
は
正
午
に
成
田
空

港
を
出
発
、
約
10
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
の

後
、
現
地
時
間
の
午
後
３
時
30
分
、
モ
ス

ク
ワ
市
郊
外
シ
ェ
レ
メ
チ
エ
ヴ
ォ
国
際
空

港
に
到
着
。
時
差
は
マ
イ
ナ
ス
６
時
間
で

あ
る
。

　

天
候
は
快
晴
、
気
温
は
20
℃
を
超
え
る

暑
さ
で
日
射
し
も
強
く
、
初
夏
の
気
候
で

あ
っ
た
。
空
港
を
出
て
す
ぐ
目
に
飛
び
込

ん
で
き
た
の
は
３
週
間
後
に
開
幕
を
控
え

た
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
広
告

で
あ
る
。

　

宿
舎
ま
で
は
空
港
か
ら
バ
ス
で
約
１
時

間
。
モ
ス
ク
ワ
市
中
心
部
に
近
づ
く
に
連

れ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
様
式
の
堅
牢
な
建
築

物
や
ロ
シ
ア
正
教
教
会
な
ど
が
立
ち
並
ぶ

の
が
目
に
付
く
。
渋
滞
が
予
想
さ
れ
た

が
、
大
し
た
渋
滞
も
な
く
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇

場
近
く
の
宿
舎
、
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
ー

ル
に
到
着
し
た
。

　

５
月
23
日
か
ら
30
日
ま
で
の
８
日
間
、
公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
は
外
務
省
の
委

託
を
受
け
、
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館
理
事
長
を
団
長
に
、
２
０
１
８
年
「
ロ
シ
ア
に

お
け
る
日
本
年
」「
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
年
」
開
会
式
に
お
い
て
日
本
武
道
館
「
鏡
開

き
式
」を
披
露
す
る
た
め
、総
員
19
名
の
団
員
を
ロ
シ
ア
連
邦
モ
ス
ク
ワ
市
へ
派
遣
し
た
。

　

開
会
式
は
、５
月
26
日
、ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
本
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・

プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
、
安
倍
晋
三
日
本
国
内
閣
総
理
大
臣
の
開
会
挨
拶
に

よ
っ
て
華
や
か
に
開
幕
し
た
。
両
首
脳
と
日
露
双
方
の
招
待
客
約
１
０
０
０
名
が
見
守

る
中
、
日
露
各
10
名
の
鎧
武
者
が
出
演
し
て
、
厳
か
な
日
本
伝
統
文
化
、
日
本
武
道
館

「
鏡
開
き
式
」
を
海
外
で
初
め
て
披
露
。
高
い
評
価
を
得
る
と
共
に
、
好
評
を
博
し
、
大

成
功
を
収
め
て
所
期
の
目
的
を
果
た
し
て
無
事
帰
国
し
た
。

　

本
事
業
に
伴
い
、
我
が
国
伝
統
の
「
武
道
」
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
古
武
道
２
流
派
の
参
加
を
得
て
、
ロ
シ
ア
連
邦
国
立
体
育
大
学
並
び
に
モ
ス
ク

ワ
日
本
人
学
校
で
「
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。

臼井日出男大将軍による鏡開き開会式が行われたボリショイ劇場本館
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■
５
月
24
日　

武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー

　

翌
日
24
日
は
、
午
後
３
時
か
ら
ロ
シ
ア

連
邦
国
立
体
育
大
学
に
て
「
武
道
文
化
セ

ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
た
。

　

午
前
10
時
過
ぎ
に
到
着
、
ジ
ダ
ー
ノ
フ

副
学
長
を
は
じ
め
数
名
の
教
員
に
出
迎
え

ら
れ
た
。
構
内
各
所
に
本
セ
ミ
ナ
ー
の
広

報
チ
ラ
シ
が
貼
ら
れ
、
大
学
側
の
協
力
態

勢
が
窺う
か
がえ
、
10
名
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
運
営
に
協
力
し
て
く
れ
た
。
予

定
に
な
い
ロ
シ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
省
に
よ
る

演
出
打
合
せ
・
リ
ハ
ー
サ
ル
が
入
り
、
困

惑
し
た
が
休
む
間
も
な
く
演
武
リ
ハ
ー
サ

ル
、
ロ
シ
ア
人
通
訳
者
と
の
打
合
せ
な
ど

を
次
々
に
行
い
、
本
番
に
臨
ん
だ
。

　

午
後
３
時
過
ぎ
に
開
場
。
続
々
と
観
客

が
押
し
寄
せ
、
15
分
後
に
は
350
名
ほ
ど
が

入
場
し
て
会
場
の
約
８
割
を
占
め
、
開
会

式
が
始
ま
っ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
ま
ず
、
ロ
シ
ア
連
邦
・

ス
ポ
ー
ツ
省
の
グ
リ
ー
シ
ン
国
際
協
力
局

長
が
、「
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ロ
シ
ア
の
日

本
武
道
研
究
者
・
愛
好
家
に
と
っ
て
非
常

に
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
」
と
称
賛
し
、

主
催
者
の
日
本
武
道
館
、
出
演
者
へ
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
た
。
続
い
て
、
臼
井
団
長

が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
、
本
派
遣
事
業
の

意
義
や
日
露
相
互
の
国
家
的
交
流
事
業
、

日
本
武
道
に
つ
い
て
説
明
し
、
本
セ
ミ
ナ

ー
開
催
に
尽
力
さ
れ
た
ロ
シ
ア
連
邦
・
ス

ポ
ー
ツ
省
と
大
学
関
係
者
に
対
し
て
謝
意

を
述
べ
た
。
最
後
に
、
大
学
の
ミ
ハ
イ
ロ

ヴ
ァ
学
長
が
、「
４
年
前
に
本
学
で
行
わ

れ
た
『
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
』
に
引
き
続

い
て
開
催
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。

ロ
シ
ア
で
は
し
ば
ら
く
禁
止
さ
れ
て
い
た

空
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
と
な
り
、
日

本
武
道
か
ら
多
く
を
学
び
た
い
」
と
述
べ

た
後
、
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
本
派
遣
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
務
局
責
任
者
で
あ
る
吉
野
喜
信
日
本

武
道
館
振
興
部
長
が
先
陣
を
切
り
、
本
セ

ミ
ナ
ー
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
「
２
０
２

０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
400
年
以
上
前

に
造
ら
れ
た
旧
江
戸
城
跡
に
建
つ
日
本
武

道
館
の
歴
史
や
１
９
６
４
年
東
京
大
会
と

２
０
２
０
年
大
会
を
比
較
し
な
が
ら
、
新

た
に
正
式
種
目
に
加
わ
っ
た
空
手
競
技
に

つ
い
て
、「
新
し
い
レ
ガ
シ
ー
に
向
け
準

備
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
」と
講
演
し
た
。

　

続
い
て
、
荒
木
流
拳
法
と
竹
た
け
の
う
ち
り
ゅ
う

内
流
柔
術

腰こ
し

廻の
ま

小わ
り

具こ
ぐ

足そ
く

の
演
武
が
行
わ
れ
、
迫
力
あ

る
演
武
に
会
場
か
ら
は
拍
手
と
感
嘆
の
声

が
沸
き
起
こ
っ
た
。
引
き
続
き
、
竹た
け

内う
ち

秀ひ
で

将ま
さ

氏
に
よ
る
「
日
本
の
柔
術　

竹
内
流
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
柔
道
の
源

流
と
な
る
竹
内
流
の
歴
史
と
技
法
、
活
動

状
況
を
紹
介
す
る
と
、
体
育
大
学
の
学
生

ら
し
く
真
剣
に
聴
講
し
て
い
た
。

　

最
後
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
甲か
っ
ち
ゅ
う

冑
着
用

体
験
」
が
行
わ
れ
た
。
日
本
甲
冑
武
具
研

究
保
存
会
の
菅
野
茂
雄
氏
の
解
説
に
よ

り
、
高
津
装
飾
美
術
株
式
会
社
が
着
付
け

を
担
当
し
、
学
生
２
名
が
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
っ
て
実
際
に
甲
冑
を
身
に
着
け
る
と
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

な
お
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
は
翌
日
に

は
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
大
々
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

　
■
５
月
25
日　

前
日
リ
ハ
ー
サ
ル

　

本
番
前
日
、
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
本
館
で

の
リ
ハ
ー
サ
ル
は
、
度
重
な
る
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
変
更
で
様
々
な
苦
労
が
あ
っ
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
甲
冑
・
衣
装
等
の
搬

入
・
準
備
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
楽
屋
の

準
備
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
、
酒
樽
と
、
ロ
シ
ア
で
製
作
し
た
流
れ

旗
の
棒
・
纏
ま
と
い

台だ
い

組
み
立
て
等
、
準
備
の
み

を
行
い
、
午
後
２
時
、
改
め
て
出
演
者
と

ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
へ
。

　

出
演
者
は
日
本
側
10
名
、
ロ
シ
ア
側
10

名
の
20
名
、
ロ
シ
ア
側
の
10
名
は
ロ
シ
ア

武
道
連
盟
の
協
力
で
集
ま
っ
て
く
れ
た
い

ず
れ
も
空
手
の
有
段
者
で
あ
る
。

　

本
番
と
同
じ
衣
装
と
甲
冑
を
着
け
て
行

う
ド
レ
ス
リ
ハ
ー
サ
ル
の
準
備
を
開
始
。

午
後
４
時
、
全
員
甲
冑
を
着
け
て
ド
ラ

ム
・
タ
オ
（
和
太
鼓
）
の
リ
ハ
ー
サ
ル
終

了
を
待
っ
た
。
そ
の
間
、
吉
野
部
長
は
ロ

シ
ア
人
出
演
者
に
対
し
、「
皆
さ
ん
は
ロ

シ
ア
を
代
表
す
る
サ
ム
ラ
イ
で
あ
る
。
最

後
ま
で
サ
ム
ラ
イ
の
精
神
を
持
っ
て
立
派

に
こ
の
任
務
を
や
り
遂
げ
て
ほ
し
い
。
皆

で
成
功
さ
せ
よ
う
」
と
鼓
舞
し
た
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
は
予
定
よ
り
２
時
間
遅
れ

で
始
ま
り
、
午
後
７
時
過
ぎ
ま
で
行
っ
た

が
、
そ
の
間
も
急
遽
大
統
領
府
の
視
察
で

休
止
命
令
が
入
っ
た
り
で
進
ま
な
い
。
一

旦
、
鎧
兜
を
脱
い
で
休
憩
を
入
れ
、
普
段

着
の
ま
ま
で
午
後
８
時
半
か
ら
リ
ハ
ー
サ

ル
を
再
開
し
た
が
、
今
度
は
照
明
や
音
響

の
確
認
作
業
の
た
め
中
断
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
終
わ
っ
た
の
は
深
夜
の
11
時
過
ぎ
。

急せ

か
さ
れ
て
退
館
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
状

況
下
で
も
、
ロ
シ
ア
の
仲
間
は
最
後
ま
で

所
作
を
一
所
懸
命
に
覚
え
て
く
れ
た
。

吉野喜信
日本武道館振興部長

ミハイロヴァ
ロシア国立体育大学学長

臼井日出男
日本武道館理事長（団長）

グリーシン
スポーツ省国際協力局長

「甲冑着用体験」大学生が実際に甲冑を着用した

武道文化セミナーには約 350名が来場

荒木流拳法竹内流柔術腰廻小具足竹内秀将氏による講演
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■
５
月
26
日　

開
会
式
本
番

　

一
夜
明
け
て
い
よ
い
よ
開
会
式
本
番
。

ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
の
警
備
態
勢
は
昨
日
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
厳
重
に
な

っ
た
。
事
務
局
と
高
津
装
飾
美
術
の
先
発

隊
は
12
時
半
に
ホ
テ
ル
を
出
発
。
劇
場
の

入
館
に
は
２
カ
所
で
パ
ス
ポ
ー
ト
と
荷
物

検
査
を
受
け
た
。
後
発
隊
は
ロ
シ
ア
人
出

演
者
と
午
後
１
時
半
に
ホ
テ
ル
を
出
発
。

リ
ハ
ー
サ
ル
室
で
、
主
役
の
臼
井
大
将
軍

と
貴
嶋
長な
が

柄え

所し
ょ

役や
く

を
中
心
に
全
員
で
最
終

確
認
を
約
１
時
間
、
念
入
り
に
行
っ
た
。

　

予
定
の
午
後
７
時
開
会
に
備
え
、
４
時

半
か
ら
衣
装
と
鎧
の
着
付
け
を
開
始
し
、

６
時
に
は
全
員
の
着
付
け
を
終
え
た
。
あ

と
は
兜
を
着
け
る
だ
け
の
状
態
で
あ
る
。

す
る
と
、
首
脳
会
談
が
１
時
間
以
上
遅
れ

て
い
る
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
入
場
時
間

も
遅
れ
、
日
露
双
方
の
招
待
客
約
１
０
０

０
名
も
待
ち
わ
び
る
。
待
つ
こ
と
２
時

間
、
午
後
９
時
５
分
前
に
漸よ
う
やく
プ
ー
チ
ン

大
統
領
と
安
倍
首
相
が
到
着
し
、
す
ぐ
に

「
開
会
式
」
が
始
ま
っ
た
。

　

両
首
脳
挨
拶
の
次
が
「
鏡
開
き
式
」
で

出
演
者
の
緊
張
が
高
ま
る
。
挨
拶
の
後
、

幕
が
閉
ま
っ
て
舞
台
転
換
。
両
首
脳
は
正

面
の
ロ
イ
ヤ
ル
ボ
ッ
ク
ス
席
へ
移
っ
た
。

　

客
席
の
照
明
が
落
と
さ
れ
た
。
ま
ず
、

ロ
シ
ア
人
俳
優
セ
ル
ゲ
イ
・
シ
ュ
ニ
リ
ョ

ー
ロ
フ
氏
が
舞
台
中
央
に
登
場
し
、「
カ

ガ
ミ
ビ
ラ
キ
シ
キ
…
…
」
と
解
説
の
Ｍ
Ｃ

が
静
か
に
始
ま
っ
た
。
Ｍ
Ｃ
が
終
わ
り
、

幕
が
ゆ
っ
く
り
と
開
い
た
。
舞
台
中
央
に

臼
井
大
将
軍
が
鎮
座
し
、
煌き
ら

び
や
か
な
甲

冑
を
纏ま
と

っ
た
20
名
の
鎧
武
者
が
現
れ
、
場

内
が
息
を
呑の

ん
だ
。
鎌
倉
時
代
の
古
式
に

則
り
、
式
は
「
三さ
ん

献こ
ん

の
儀
」
か
ら
始
ま
っ

た
。
長
柄
所
役
の
貴き

嶋じ
ま

氏
、
高た
か

坏つ
き

所し
ょ

役や
く

の

笠
井
氏
、
提ひ
さ

子げ

所し
ょ

役や
く

の
長
瀬
事
務
局
職
員

の
息
が
合
っ
て
見
事
に
終
了
。山
場
の「
鏡

開
き
」
で
は
、
臼
井
大
将
軍
が
気
合
共
々

鏡
樽
を
打
ち
割
っ
て
、
大
き
な
拍
手
が
沸

き
起
こ
っ
た
。
最
後
に
鎧
武
者
全
員
で

「
鬨と
き

の
声
」
を
上
げ
、
威
風
堂
々
の
「
行こ
う

軍ぐ
ん

」
に
拍
手
喝
采
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

両
首
脳
の
前
で
「
鏡
開
き
式
」
を
見
事

に
披
露
し
、
臼
井
団
長
以
下
、
全
団
員
は

国
の
威
信
を
掛
け
た
大
役
を
果
た
し
た
。

　

こ
の
模
様
は
、「
国
営
・
ロ
シ
ア
文
化

テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
ロ
シ
ア
全
土
に

内
容
全
般
が
放
送
さ
れ
た
ほ
か
、
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

「
開
会
式
」
終
了
後
の
午
後
11
時
、
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
内
の
大
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
、
安
倍
首
相
、
プ
ー
チ
ン

大
統
領
の
挨
拶
の
後
、
日
本
側
組
織
委
員

会
委
員
長
・
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長

が
挨
拶
と
乾
杯
の
発
声
を
行
い
、
日
露
の

招
待
者
250
名
が
祝
杯
を
あ
げ
た
。
派
遣
団

か
ら
は
臼
井
団
長
、
貴
嶋
団
長
秘
書
、
吉

野
部
長
が
出
席
し
た
。

　

上こ
う

月づ
き

豊と
よ

久ひ
さ

駐
ロ
シ
ア
日
本
国
特
命
全
権

大
使
に
よ
る
と
、「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が

ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
で
観
劇
す
る
こ
と
は
稀ま
れ

本番前に出演者全員で記念撮影

鬨の声

ボリショイ劇場内大ホールのレセプション会場にて
（写真提供：内閣広報室）

で
、
最
後
ま
で
観
劇
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
さ
ら
に
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出

席
し
て
挨
拶
を
す
る
こ
と
は
数
例
あ
る
の

み
。
特
に
日
本
武
道
館
の
『
鏡
開
き
式
』

は
、
美
し
く
荘
厳
な
鎧
兜
で
の
伝
統
的
な

儀
式
と
シ
ュ
ニ
リ
ョ
ー
ロ
フ
氏
の
解
説
が

相あ
い

俟ま

っ
て
、
文
化
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

の
放
送
と
共
に
、
ロ
シ
ア
国
民
に
非
常
に

分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
、
好
印
象
を
与

え
た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

開会式・会場の様子（写真提供：内閣広報室） 開会式・両首脳挨拶（写真提供：内閣広報室）

ステージ裏楽屋の様子 三献の儀



138139 月刊「武道」　2018．8 2018．8　月刊「武道」
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■
５
月
28
日　

日
本
人
学
校
・

　
　
日
本
大
使
館
表
敬
訪
問
、
解
団
式

　

午
前
10
時
か
ら
、
モ
ス
ク
ワ
日
本
人
学

校
で
「
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
母
国
日
本
の
歴
史
と
伝
統
文

化
「
武
道
」
へ
の
理
解
を
一
層
深
め
て
も

ら
う
目
的
で
開
催
し
、
小
・
中
学
生
の
児

童・生
徒
と
保
護
者
約
150
名
が
参
加
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
臼
井
団
長
の
主
催
者
挨

拶
に
続
い
て
モ
ス
ク
ワ
日
本
人
学
校
・
石

川
賢ま
さ
る学
校
長
の
歓
迎
の
辞
が
あ
っ
た
。

併
せ
て
、
日
本
武
道
館
刊
行
書
籍
の
贈
呈

式
を
行
い
、
臼
井
団
長
か
ら
石
川
校
長
へ

「
目
録
」
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

早
速
、
古
武
道
２
流
派
の
演
武
が
披
露

さ
れ
、
子
ど
も
達
は
初
め
て
目
に
す
る
技

に
驚
き
、目
を
輝
か
せ
て
い
た
。続
い
て
、

永
田
仁
志
日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会
会

長
が
「
武も
の

士の
ふ

の
華
︱
甲
冑
の
い
ろ
は
︱
」

と
題
し
て
、
日
本
の
甲
冑
の
特
徴
と
そ
の

歴
史
に
つ
い
て
、
資
料
を
示
し
な
が
ら
講

演
を
行
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

代
表
者
９
名
が
実
際
に
鎧
と
兜
を
着
け
、

自
国
の
歴
史
と
文
化
を
肌
で
体
験
し
、
終

始
歓
声
が
絶
え
な
か
っ
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
児
童
代
表
か
ら
謝
辞
が

あ
り
、
大
盛
況
の
裡
に
終
了
し
た
。

長
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
団
員
と
派
遣
事

業
の
成
功
を
祝
っ
た
。

　

翌
29
日
、
ロ
シ
ア
を
出
国
し
、
30
日
に

全
員
、
無
事
帰
国
し
た
。

◇

　

以
上
、
本
派
遣
事
業
は
滞
り
な
く
全
日

程
を
終
了
し
日
露
両
国
の
友
好
親
善
の
大

役
を
果
た
し
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
。

（
文
責
・
ロ
シ
ア
派
遣
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局　

和
田　

健
）

ガバソフ
ロシア武道連盟事務局長

小澤　仁
駐ロシア日本国
特命全権公使

石川　賢
モスクワ日本人学校校長

上月豊久
駐ロシア日本国
特命全権大使

在ロシア日本国大使館を表敬訪問解団式の模様

日本人学校の児童・生徒全員と

甲冑着用体験児童・生徒謝辞

竹内流柔術腰廻小具足の演武披露永田会長が甲冑について講演を行った

１　団　　長　 臼井日出男　（公財）日本武道館　理事長
２　団長秘書　 貴嶋美知子
３　事 務 局 　吉野　喜信　（公財）日本武道館　振興部長
４　事 務 局 　和田　　健　（公財）日本武道館　振興部普及課副主事
５　事 務 局 　長瀬まり子　（公財）日本武道館　振興部普及課主任
６　団　　員　 永田　仁志　（一社）日本甲冑武具研究保存会　会長
７　団　　員　 菅野　茂雄　（一社）日本甲冑武具研究保存会　常務理事
８　団　　員　 日野　廣生　（一社）日本甲冑武具研究保存会　常務理事
９　団　　員　 棟方　貞夫　（一社）日本甲冑武具研究保存会　常務理事
10　団　　員　 笠井　洋介　（一社）日本甲冑武具研究保存会　会員
11　団　　員　 笠井レーナ　（一社）日本甲冑武具研究保存会　会員
12　団　　員　 細野　桂一　荒木流拳法　目録
13　団　　員　 竹内　秀将　竹内流柔術　相伝家代行・師範代
14　団　　員　 竹内　勢至　竹内流柔術　相伝家代理・師範代
15　団　　員　 千崎　　元　高津装飾美術（株）文化事業部第一課　課長
16　団　　員　 𠮷原　信哉　高津装飾美術（株）文化事業部第一課
17　団　　員　 小谷田泰弘　高津装飾美術（株）資料室　室長
18　団　　員　 山元　宏友　高津装飾美術（株）文化事業部第一課
19　記 録 員 　後閑　信弥　（株）クエスト　制作部

「鏡開き式」ロシア側出演者
１	 副将軍役	 メニシコフ・アレクサンドル	 ロシア全式空手道連盟	 六段
２	 諸 将 役 	 フョドロフ・ユーリ	 ロシア全式空手道連盟	 五段
３	 諸 将 役 	 ソローキン・ヴィターリ	 ロシア全式空手道連盟	 五段
４	 諸 将 役 	 バビン・ミハイル	 ロシア全式空手道連盟
５	 諸 将 役 	 ナザロフ・ドミートリー	 ロシア全式空手道連盟	 二段
６	 諸 将 役 	 カチェソフ・ゲオルギー	 ロシア全式空手道連盟	 二段
７	 諸 将 役 	 グルシャク・アレクセイ	 ロシア全式空手道連盟	 二段
８	 諸 将 役 	 プーティイ・アレクセイ	 ロシア全式空手道連盟	 五段
９	 諸 将 役 	 アルチュニャン・ヴァニク	 ロシア全式空手道連盟	 六段
10	 諸 将 役 	 アンティカル・アンドレイ	 ロシア全式空手道連盟	 初段

「ロシアにおける日本年」「日本におけるロシア年」開会式
日本武道館「鏡開き式」一行派遣事業　団員名簿

（2018 年５月 23 日～ 30 日　ロシア連邦・モスクワ市）

　

午
後
３
時
か
ら
は
、
在
ロ
シ
ア
日
本
国

大
使
館
を
表
敬
訪
問
。
臼
井
団
長
以
下
８

名
が
大
使
館
を
訪
れ
、
小お
ざ

澤わ
ひ

仁と
し

特
命
全
権

公
使
と
歓
談
、
今
回
の
派
遣
事
業
の
成
功

と
苦
労
談
義
に
花
を
咲
か
せ
た
。

　

午
後
７
時
か
ら
宿
舎
近
く
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
解
団
式
を
行
っ
た
。
多
忙
な
中
を
大

使
館
か
ら
上
月
大
使
を
は
じ
め
３
名
の
幹

部
館
員
と
「
鏡
開
き
式
」
で
協
力
い
た
だ

い
た
ロ
シ
ア
武
道
連
盟
ガ
バ
ソ
フ
事
務
局

　　
■
５
月
27
日

　

前
日
の
本
番
を
終
え
、
午
前
０
時
退

館
。
午
前
９
時
に
再
び
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場

へ
赴
い
て
荷
物
の
搬
出
を
行
っ
た
。
そ
の

後
は
肩
の
荷
を
下
ろ
し
て
終
日
オ
フ
。
ク

レ
ム
リ
ン
や
モ
ス
ク
ワ
大
学
な
ど
を
見
学

し
、
英
気
を
養
っ
た
。




